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団体交渉の申し入れ（再度） 

 

先般より、団体交渉の申し入れを行なっておりますが、下記理由及び内容に

基づき、再度団体交渉の申し入れを行います。 

 

１．団体交渉結果を受けての質疑 

貴社は、当組合との団体交渉の際に、 

「道義的には謝罪するが、法律的謝罪は行わない」 

 とのことでしたが、これに関して、 

  「セクハラの事実があったことは認めるが法的に謝罪する意思はない」 

 という認識でよろしいでしょうか。 

  昨今の社会情勢において、19 歳の新入社員に対して、身体を触るなどのセ 

クハラ行為について事実は認めるが、会社としては謝罪する意思はないとい 

う認識でよろしいでしょうか。 

 

 また、貴社は本件と適応障害の診断については結び付かないという主張を 

行っておりますが、この根拠は何をもってそのように判断をされたのでしょ 

うか。 

   

  年端もいかない、これからの貴社を支える重要な人材に対し、卑劣極まり 



ない行為に及んだ社員を組織ぐるみで守り、謝罪の意思はない、因果関係も 

ないという態度であるという認識で問題ないでしょうか？ 

   

２．当組合からの要求事項 

  本件交渉に関して、上記 2点の事実認識について、誠実な説明を求めると 

ともに、再団交を求めます。 

 世界的企業である貴社におかれましては、グローバルスタンダードとは何 

たるかについて十分ご理解をされているかと存じますが、19 歳のうら若き 

女性に男性上司が行った行為が本当に貴社において許されるべき行為である 

かるかどうかを十分に考慮の上、ご賢明なご判断をよろしくお願いいたしま 

す。 

                               以上 


